
一　般　会　計

（０３）民　生　費

17年度 16年度

予算額 予算額

痴呆性高齢者等で、助成を受けなければ、成年後見制

度の利用が困難な人に対し、市長が代理で行う申立経

成 年 後 見 制 度費及び後見人等報酬について助成し、本人の福祉の向 973 581 社 会 福 祉 課

利 用 支 援 事 業上を図るもの。

・成年後見制度審判開始申立経費　　　　301千円

・低所得者に対する後見人等報酬助成金　672千円

新市において福祉フェスティバルを開催し、社会福祉

福祉フェスティバルに功績のあった方々を表彰するとともに、基調講演や 1,661 1,438 社 会 福 祉 課

開 催 事 業フォーラム等の催しを通して福祉の啓発を図り、将来

展望を考える。

ボランティアの発掘・育成を図るため、入門講座や

福祉ボランティア体験事業及び情報の提供、普及

ボランティア活 動啓発を行う。 1,065 1,039 社 会 福 祉 課

促 進 事 業・ボランティア活動啓発事業　  　　　 　　171千円

・ボランティア情報提供事業　 　      　　631千円

・福祉ボランティア体験事業　　　　　　　 263千円

地域福祉について、地域住民、民間、行政のそれぞれ

地域福祉計画策定が果たす役割を地域の特色を生かして方向づけ、総合   

事 業的に推進するために「富山市地域福祉計画」を合併後 983 3,124 社 会 福 祉 課

の新市全域を対象とし、17・18年度の2カ年で策定す

るもの。

身体障害者の地域における自立を支援するため、身体

障害者グループホームを運営するNPO法人等に対し運

障害者自立支援等営費補助を行う。また、障害者（身体・知的）グルー

推 進 事 業プホームを新たに設置し、家屋等のバリアフリー化を 12,163 10,373 障 害 福 祉 課

行うNPO法人等に対し、その整備費用の一部を補助す   

る。

障害者（児）にホームヘルパーを派遣し、家事、介護

等日常生活の支援を行う。

①心身障害者（児）ホームヘルパー派遣

 　 重度心身障害者（児）を対象にホームヘルパーを

　　派遣する。

障 害 者 （ 児 ）　　         　　　　       　150,498千円

ホームヘルパー派遣②精神障害者ホームヘルパー派遣 178,023 182,712 障 害 福 祉 課

事 業　　日常生活に支障のある精神障害者を対象にホーム

　　ヘルパーを派遣する。

　  　　　　　　　　　　　 　　 27,179千円

③盲人ガイドヘルパー派遣

　　重度の視覚障害者の外出時にガイドヘルパーを派

　　遣する。

平成17年度当初予算（案）主要事業説明

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

    　　　　　　　　              346千円

心身障害者（児）の生活の激励と福祉の増進を図る。

・対象者　身体障害者1～4級

心 身 障 害 者 （児 ）　　　  　知的障害者A・B

福 祉 金 支 給 事 業　　　　　障害児 203,740 201,928 障 害 福 祉 課

　　　　　精神障害者１・２級

支給金額を見直すとともに、精神障害者を新たに対象

に加える

心身障害者小規模通心身障害者の社会参加の促進と自立支援を図るために

所授産施設運営事業小規模通所授産施設の運営に対して補助金を交付する。 63,000 66,000 障 害 福 祉 課

心 身 障 害 者 共 同心身障害者の社会参加の促進や活動意欲の向上を図る

作業所運営補助事業ため、共同作業所の運営に対して補助金を交付する。 90,198 51,169 障 害 福 祉 課

在宅の常時特別な介護を要する重度心身障害者等に対

し、その障害による負担の軽減を図るため、特別障害

特別障害者手当等者手当等を支給する。

支 給 事 業・対象者　特別障害者手当　284人 129,899 115,109 障 害 福 祉 課

　　　　　障害児福祉手当　189人

　　　　　福祉手当　37人

在宅の常時介護を必要とする重度心身障害者の介護者

重 度 心 身 障 害 者に対し、介護手当を支給する。

介護手当支給事業・支給月額　　　　10,000円 45,074 43,554 障 害 福 祉 課

・支給対象者　　　　 388人

重度心身障害者に対し医療費を助成することにより、

重 度 心 身 障 害 者障害者の保健の向上と福祉の増進に寄与する。

医 療 費 助 成 事 業・対象者 442,084 447,000 障 害 福 祉 課

　１～59歳までの身体障害者1・2級及び知的障害者A

外出の困難な重度心身障害者に福祉タクシー利用券又

は福祉ガソリン給油券を交付して社会参加を図る。

心 身 障 害 者 福 祉・助成額　タクシー券　1,260円/月

タクシー 助 成 事 業　　　　　ガソリン券　500円/月 32,029 36,280 障 害 福 祉 課

・対象者　身体障害者1・2級（視覚・下肢・体幹・

　　　　　内部）、知的障害者A、精神障害者1級

　

在宅で障害者（児）を介護している家族等の介護者

在 宅 障 害 者 （児 ）が、通院などの社会的理由により日中の一時的な介護

デ イ ケ ア 事 業が困難になった場合、契約施設で保護する。 39,567 23,242 障 害 福 祉 課

①「富山型デイサービス推進特区」事業

②在宅障害者（児）デイケア事業

障 害 児 通 園在宅障害児に通園の場を設け、日常生活における基本



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

（デ イサ ー ビ ス）動作の指導及び集団生活への適応訓練を行い、在宅障 25,710 16,104 障 害 福 祉 課

事 業害児の福祉の向上を図る。

身体障害者に対して、その障害の更生（障害の除去、

更生医療給付事業軽減）のために必要な医療の給付を行う。 47,604 39,996 障 害 福 祉 課

障害者（児）に対して入浴補助用具や特殊寝台等の日

日常生活用具給付常生活用具を給付することにより、在宅での生活の便

事 業宜を図る。 18,608 17,423 障 害 福 祉 課

・日常生活用具給付費

障害者（児）に対して補聴器や盲人安全杖、車椅子等

補 装 具 給 付 事 業の補装具を給付・修理する。 136,761 120,711 障 害 福 祉 課

ストマ用装具は、自己負担分の1/2を補助する。

（ 新 規 事 業 ）

身体障害者デイサー身体障害者が地域社会での生活を可能にする身体障害

ビスセンター等整備者デイサービスセンター施設整備に補助することによ 65,131 障 害 福 祉 課

事 業り在宅福祉の推進を図る。

身体障害者更生援護施設を利用し、必要な指導や訓

身 体 障 害 者 施 設練、保護を受ける身体障害者に支援費を支給して、生

支 援 費 支 給 事 業活の安定と福祉の増進を図る。 613,823 662,178 障 害 福 祉 課

・対象者　延41施設 　188人

在宅重度身体障害者の住宅をその障害に適応するよう

在宅重度身体障害者改善し、日常生活を容易なものとするよう助成する。

住宅改善費助成事業・住宅改善費助成金　57件 31,689 39,820 障 害 福 祉 課

・助成額　所得税非課税世帯　補助限度額750,000円

　　　　　所得税課税世帯　　補助限度額500,000円

知的障害者援護施設への入所支援により必要な指導や

知的障害者援護施設訓練、保護を行い、知的障害者福祉の増進を図る。

支 援 費 支 給 事 業・対象者　延81施設、449人 1,215,531 1,180,571 障 害 福 祉 課

知的障害者通所更生施設へ通所による必要な指導や

知的障害者通所更生生活訓練等を行い、知的障害者福祉の増進を図る。

センター運営事業あすなろ 129,291 135,912 障 害 福 祉 課

　第１あすなろ　　　　　 　　　　　　79,750千円

　第２あすなろ　　　　　　　　　     49,541千円

在宅の重度知的障害者を対象にデイサービス事業、並

知 的 障 害 者びに介護者の負担軽減を図るための短期間入所事業を

在 宅 福 祉 事 業行い、知的障害者の在宅福祉の向上を図る。 36,168 37,884 障 害 福 祉 課

・知的障害者ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ事業　27,177千円

・知的障害者短期入所事業　 8,991千円

在宅重度身体障害者在宅の重度身体障害者を対象に短期入所事業を行い、

ショートステイ事業重度身体障害者の在宅福祉の向上を図る。 2,328 3,730 障 害 福 祉 課



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

入院期間が２年を超える精神障害者に対し、医療費の

一部を助成することにより保護者等の負担を軽減す

精 神 障 害 者る。

医 療 費 助 成 事 業・対象者　　　　　３１６人 14,391 10,585 障 害 福 祉 課

・助成額（１人月額上限3,800円）

精神障害者の社会参加の促進や活動意欲の向上を図る

精 神 障 害 者 共 同ため、精神障害者共同作業所に対し、運営補助金を交

作業所運営補助事業付する。 28,095 26,424 障 害 福 祉 課

精神障害者の社会参加の促進と自立支援を図るため、

精神障害者小規模通精神障害者小規模通所授産施設に対し運営費を支援

所授産施設運営事業して精神障害者の福祉増進を図る。 31,500 33,000 障 害 福 祉 課

在宅福祉サービスの充実として、精神障害者居宅生活

支援事業（グループホーム、ショートステイ）を実施

精 神 障 害 者 居 宅する施設に対し運営費の補助を行う。

生 活 支 援 事 業・精神障害者地域生活支援事業（グループホーム） 36,178 47,399 障 害 福 祉 課

　　　　　　　　　　　　　　　35,525千円

・精神障害者短期入所事業（ショートステイ）

　                             653千円

社会復帰に向けた訓練のため共同作業所や授産施設に

通所する精神障害者に通所交通費の一部を助成するこ

精神障害者共同作業とにより、精神障害者の自立と社会参加を促進する。

所等通所交通費助成・対象者　　　　　１５５人 2,822 2,050 障 害 福 祉 課

事 業・助成額　公共交通機関利用　１人月額上限2,000円

　　　　　自家用車利用　１人月額上限1,000円

在宅の重度身体障害者を対象に入浴、給食、介護、送

迎等のサービスを提供する。

身 体 障 害 者 デ イ・実施施設　・富山市障害者福祉プラザ

サ ー ビ ス 事 業　　　　　　　（委託先　富山市社会福祉事業団） 70,184 60,485 障 害 福 祉 課

　　　　　　　  　　　  　　  　３６，０７２千円

　　　　　　・民間事業所 　　   ３４，１１２千円

在宅の障害者を対象に機能訓練・日常生活訓練・ピア

カウンセリング等のサービスを総合的に提供すること

により、障害者やその家族の地域における生活を支援

し、もって在宅の障害者の自立と社会参加の促進を図

障害者生活支援事業る。 69,863 69,164 障 害 福 祉 課

・実施施設　富山市障害者福祉プラザ

　　　　　　自立生活支援センター富山

　　　　　　　　　　　（自立体験室含む）



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

支援費制度の円滑な運営と利用の充実を図るため様々

なニーズを持つ身体障害者に対してケアマネージャー

身体障害者ケアマネがサービス計画を立ててその調整を図り、総合的・継 1,000 1,000 障 害 福 祉 課

ジ メ ン ト 事 業続的に公的サービス等の社会資源を活用することを目

的として実施する。

実施施設　富山市障害者福祉プラザ

満１００歳の誕生日を迎えた方に、長寿を祝い、祝金

等を贈与し、あわせてその福祉の増進を図る。

１００歳記念品贈呈・対象者     ７０人

事 業・支給金額    １００，０００円 7,767 3,395 長 寿 福 祉 課

１７年度から祝金を５０，０００円から

１００，０００円に増額する

敬老の日に満88歳の方に敬老福祉金を贈与して敬老の

意を表し、あわせてその福祉の増進を図る。

敬老福祉金支給事業・対象者      88歳 １，３３０人 13,426 12,857 長 寿 福 祉 課

・支給月額    １０，０００円

障害等のある高齢者に対し医療費を助成し、高齢者保

老人医療費助成事業健の向上を図り、高齢者の福祉を推進する。 1,308,316 1,182,219 長 寿 福 祉 課

介護保険等の利用限度日数を超えた短期入所生活介護

を、「やむをえない事由」による場合に提供し、中期

間の介護ニーズの確保を図る。

要支援・要介護高齢・入所期間　最長３カ月 39,498 39,252 長 寿 福 祉 課

者ミドルステイ事業　　但し、介護保険等の利用限度日数までは介護保険

　　サービスを利用する。

・実施施設　介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)

　　　　　　養護老人ホーム

ひとり暮らし高齢者等に、急病や災害等の緊急時に

迅速に対応するための緊急通報装置の貸与を行う。   

緊 急 通 報 装 置・対象者　　　約６７０人

設 置 事 業・１７年度から利用者負担金を無料から月４００円に 36,275 42,040 長 寿 福 祉 課

変更



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

介護保険の要介護認定において「自立」と認定された

高齢者で、家にとじこもりがちな者に対して民間デイ

サービス事業者等において、日常生活動作訓練から趣

味活動等の各種サービスを提供し、要介護状態への進

行の防止と生きがい活動の推進を図る。

・実施方法

生きがい対応型デイ　　週３日以上、１日４時間以上の開所。生きがい活 35,828 32,201 長 寿 福 祉 課

サ ー ビ ス 事 業　　動援助員を配置し、利用者のニーズや身体状況に

　　応じたサービスを提供する。

・対象者

　　　概ね６５歳以上のひとり暮らし高齢者等

・利用者負担金　　　１回につき５００円

配食サービスを希望する者や食に関する支援を必要と

する者を対象に、心身の状況や置かれている環境等を

調査アセスメント等を行う。

また、在宅のひとり暮らし高齢者等に対し、栄養の

バランスのとれた食事を調理し居宅に訪問し定期的に

提供するとともに、安否確認を行い、自立と生活の質

「食 」の 自 立 支 援の確保及び健康保持を図る。 79,466 62,625 長 寿 福 祉 課

事 業・生活援助型食事サービス（毎日型）

　　月曜日～日曜日　昼食　夕食

・対象者

　　ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯

・食事の種類　普通食、高齢者食、治療食

・個人負担　普通食、高齢者食　１食400円

　　治療食　１食500円

要介護認定の要支援以上の方及び身体障害者手帳１、

２級又は療育手帳Ａを所持する者に対し、おむつを支

給することにより、介護者の労苦と経済的負担の軽減

お む つ 支 給 事 業を図る。 111,901 104,874 長 寿 福 祉 課

・おむつ引換券の支給金額を１７年度から一律

４，０００円から所得に応じて３段階に変更

住民税非課税世帯　　　　　月５，０００円

世帯全員の前年中の合計所得金額の合計額が８００万円未満　　月４，０００円

世帯全員の前年中の合計所得金額の合計額がが１０００万円未満　　月３，０００円

高齢者となって身体機能が低下しても、在宅での生活

を可能とし、ねたきりとしないため、高齢者向けの住

ねたきり防止等住宅宅整備の推進を図る。 75,080 80,453 長 寿 福 祉 課

整 備 費 補 助 事 業・対象者   65歳以上の高齢者と同居の世帯（単身世

          帯含む）(所得制限あり）



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

移送用車両により利用者の居宅と在宅福祉サービスや

介護予防・生きがい活動支援事業を提供する場所、病

院などとの間を送迎する。

・委託先　富山市社会福祉協議会

移送サービス事業・対象者　概ね65歳以上の老衰、心身の障害及び傷病 10,541 10,602 長 寿 福 祉 課

　　　　　等による車イスの利用者等で、一般の交通

　　　　　機関の利用が困難な者

１７年度から、利用料を無料から有料へ変更

（６０分以内は６００円、その後３０分に３００円）

高齢者が趣味活動又は創造活動又は健康活動に自主参

加し、高齢期の余暇活動能力を身につけることにより

健康と生きがいを高める。

（１）創造コース（陶芸・七宝焼・籐細工・和紙工芸等）   

シ ニアライフ講 座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９コース 25,605 25,602 長 寿 福 祉 課

（２）趣味コース（編物・生花・民謡・大正琴・園芸等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９コース

（３）健康コース（気功・温水プール浴等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３コース

概ね65歳以上のひとり暮らし高齢者等で、家にとじこ

もりがちな者に対し、公民館等において、ボランティ

いきいきクラブ事業アの協力を得て、生きがい活動や会食等のサービスを 9,073 8,486 長 寿 福 祉 課

提供し、孤独感の解消、とじこもりの防止等を図る。

・運　営　概ね月２回程度

・補助金交付先　富山市社会福祉協議会

公衆浴場において高齢者が休憩、団らん、交流ができ

る場所を整備する場合に補助金を交付するとともに、

公衆浴場で生きがいづくり活動などを行う場合に補助

ぬくもりの湯サロン金を交付し、高齢者の交流、つどいの場の整備を推進 6,200 8,700 長 寿 福 祉 課

事 業する。

・施設整備補助

    補助限度額  １件  5,000千円 補助率1/2

・運営費補助

    補助限度額  １会場  120千円

単位老人クラブが地域型在宅介護支援センターのコー

介護予防ふれあいディネーターと協働して予防ふれあいサークル活動を

サークル地域運営実施する場合に助成し、地域ケア体制の推進及び老人 3,199 3,600 長 寿 福 祉 課

事 業クラブの活性化を図る。

・月２回以上の活動を行う老人クラブ

   補助限度額   年間３６千円



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

在宅の要支援・要介護高齢者が通院や買い物など外出

の際に、家族の運転する自家用自動車に乗降するとき

の手助けになるよう、助手席のリフトアップシートな

ど自動車の改造に要する経費を助成することにより、

介護支援仕様自動車在宅の援護を要する高齢者の外出支援を行い、家族介 1,300 1,000 長 寿 福 祉 課

改 造 費 補 助 事 業護の充実を図る。

 ・対象者  在宅の要支援・要介護高齢者又は高齢者

          と同居する家族

 ・補助率  １／２

 ・補助限度額  1件  １００千円

在宅の痴呆性高齢者・ねたきり高齢者等を常時介護す

痴 呆 性 ・ね た きりる者に対し介護手当を支給し、介護者の労をねぎらう

高齢者等介護手当とともに高齢者福祉の向上を図る。 169,313 152,654 長 寿 福 祉 課

支 給 事 業・支給月額　　　１０，０００円

・対象者　　    約１，５００人

社会福祉法人が行うケアハウスの整備事業に対し助

成を行い、施設基盤の充実を図る。

(平成16年度、17年度２カ年継続事業)

ケアハウス整備事業    設 置 者　社会福祉法人　至宝会 195,174 92,619 長 寿 福 祉 課

   施 設 名　（仮称）ひかりの花苑

　 設置場所　富山市上袋

   事業概要　ケアハウス50床新設に伴う施設整備

介護保険の要介護認定において「自立」と認定され介

護サービスの対象とならない者のうち、自立した生活

のため何らかの援助が必要な者に対し、介護予防・生   

活支援型福祉サービスを提供し、高齢者の自立生活の

継続と要介護状態への進行防止を図るもの。

①自立支援家事援助サービス事業

・対象者　ひとり暮らし高齢者などで、総合的に勘案

　　　　　して、家事援助を必要とする者

・事業費　 ４０，０６８千円

自 立 支 援②自立支援デイサービス事業 45,328 63,666 長 寿 福 祉 課

サ ー ビ ス 事 業・対象者　健康保持や閉じこもり防止の観点から、総

　　　　　合的に勘案して、デイサービス・デイケア

　　　　　を必要とする者

・事業費　５，３９４千円

③自立支援ショートステイ事業

・対象者　ひとり暮らし高齢者などで、総合的に勘案

　　　　　して、ショートステイサービスを必要とす

　　　　　る者

・事業費　３５４千円



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

在宅のひとり暮らし高齢者等に対し、自立した生活を

送るために、必要な人材を派遣して、ホームヘルプサ

ービスの対象とならない軽易な生活援助サービスを提

供する。

・対象者　約８００人　　月１回

軽度生活援助事業・サービス内容 5,108 4,080 長 寿 福 祉 課

　　寝具類等の大物の洗濯、家周りの手入れ（草むし 　 　

　　り等）、軽微な家屋等の修繕、家屋内の整理整頓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

・委託先　シルバー人材センター等

特別養護老人ホームの建設に伴う施設整備に対して、

助成する。

①設 置 者　　社会福祉法人　堀川南会

　施 設 名　　特別養護老人ホーム「ソレイユ」

　設置場所　　特養70床新設に伴う施設整備

②設 置 者　　社会福祉法人　≪仮称≫くれは苑

特別養護老人ホーム　施 設 名　　特別養護老人ホーム「くれは苑」 781,325 163,505 介 護 保 険 課

建 設 助 成 事 業 費　設置場所　　特養70床新設に伴う施設整備

③設 置 者　　社会福祉法人　誠心会

　施 設 名　　特別養護老人ホーム「喜寿苑」

　設置場所　　特養30床増築に伴う施設整備

（①については16年度、17年度２ヵ年継続事業、

　②、③については17年度単年度事業）

社会福祉法人、ＮＰＯ法人等が、新設及び民家等を改

修して実施する小規模ケア施設の整備に対して、助成

する。

小 規 模 ケ ア 施 設①小規模ケア施設整備支援事業 33,500 20,000 介 護 保 険 課

支 援 事 業　・整 備 数　１ヶ所

②富山型小規模多機能デイサービス施設整備事業

　・整 備 数　４ヶ所

在宅の要援護高齢者もしくは要援護となるおそれのあ

る高齢者またはその家族の介護及び介護予防の相談に

地域型在宅介護支援応じ支援する。

セ ン ター 運 営 費・地域型在宅介護支援センター　　35カ所 132,759 139,039 介 護 保 険 課

　　17年度新設 　2カ所（委託2ヶ所）

　　16年度末　  33カ所（直営3ヶ所、委託30ヶ所）

基幹型在宅介護支援

セ ン ター 運 営 費・基幹型在宅介護支援センター　　5カ所 9,772 11,659 介 護 保 険 課



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

虚弱高齢者の介護予防や要介護者の介護状態の改善を

パ ワ ー リハ ビ リ推進するとともに、介護保険給付費の抑制を図る。

テ ー シ ョン 事 業①実地指導事業 21,565 31,325 介 護 保 険 課

②指導者養成事業

要援護高齢者及び一人暮らし高齢者が、安心して在宅

生活を送るよう地域型在宅介護支援センターにコー

ディネーターを配置し、地域住民とともに、高齢者の

地域ケア支援体制を推進する。

（地域型在宅介護支援センターで実施する事業）

地 域 ケ ア 体 制①高齢者地域支援体制整備事業　   　　92,519千円 110,182 104,342 介 護 保 険 課

推 進 事 業・要援護高齢者地域支援ﾈｯﾄﾜｰｸ事業

・介護ボランティア育成支援事業

・介護予防・福祉情報の提供

②介護予防ふれあいサークル事業　　　　8,533千円

（基幹型在宅介護支援センターで実施する事業）

③施設入所者在宅復帰支援モデル事業　  9,130千円

パワーリハビリを核に、介護予防の推進を図るととも

に、閉じこもり予防を基本とした「市民参加型の介護

予防システム」を構築し、高齢者の自立した豊かな生

活を実現する。

①介護予防試行事業　　　　　　　　　　3,000千円

（ 新 規 事 業 ）②介護予防指導者育成事業　　　　　　　1,525千円 17,490 介 護 保 険 課

介護予防推進事業・介護予防マネジャー研修会の開催

・介護予防サービス従事者研修会の開催

③介護予防マネジメント事業　　　　　　2,887千円

④介護予防推進事務事業　　　　　　 　10,078千円

・介護予防推進連絡会議の設置

・介護予防フォーラムの開催

高齢者が歩いていけるような身近な場所で身体や心の

（ 新 規 事 業 ）状態に応じた適切な介護予防サービスを利用できるよ

介 護 予 防 拠 点う、パワーリハビリを中心とする「介護予防拠点施 76,993 介 護 保 険 課

整 備 事 業設」を整備する。

・１７年度整備数　１０ヶ所



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

地域における児童の健全育成を推進するため、公共施

設を利用して、遊びを主とする生活指導、留守家庭児

童の保護育成を行う。

　　・実施校下　　４０校区 　 　

　　・実施時間　　小学校の下校時から概ね午後５時

地域児童健全育成　　・開催日数　年間２３２日

事 業　　　平日（月～金）２００日、夏休み３２日 70,935 78,328 こ ど も

　　・夏休み開設校区　３１校区 福 祉 課

　　・平日の時間延長(午後６時まで)３校区

　　・指導員増員１４校区

        利用人数３６人以上の場合指導員を１人増員する

        利用人数７１人以上の場合指導員を２人増員する（新規）

　　・施設整備　１ヶ所（エアコン）

放課後児童健全育成事業の実施を行う社会福祉法人等

に運営費の助成を行う。

・対象児童　保護者が労働等により昼間家庭にいない

　　　　　　小学校１年～３年に就学している児童 　 　

・運営形態及び実施箇所数

放 課 後 児 童 健 全

育 成 事 業 77,362 53,594 こ ど も

福 祉 課

少子化対策の一環として、子育て家庭の経済的な負担 　 　

児童手当支給事業の軽減等を目的として児童手当を支給するもの。（所 2,010,680 1,841,589 こ ど も

得制限あり） 福 祉 課

・対象児童　０歳から小学校第３学年修了まで

乳幼児医療費助成乳幼児の保護者に対し医療費を助成することにより 　 　

事 業乳幼児の健やかな成長を図るもの。 955,853 952,318 こ ど も

福 祉 課

妊産婦医療費助成妊産婦に対し医療費を助成することにより、その疾病

事 業の早期発見と適切な医療の確保を図るもの。 70,528 78,412 こ ど も

福 祉 課

実施箇所数 
地域 実施形態 

17 年度 16 年度 

富山 民設民営（補助） ８ ５ 

大沢野 ２ ２ 

大山 ３ ２ 

八尾 

公設公営（直営） 

４ ４ 

婦中 公設民営（委託） ４ ４ 

細入 公設公営（直営） ２ ２ 

計 ２３ １９ 

 



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

保護者の疾病等の事由により家庭における養育が困難

になった児童を児童養護施設において一定の期間

養育・保護する。

①短期入所生活援助(ｼｮｰﾄｽﾃｲ)事業 　 　

子 育 て 短 期 支 援・施設において７日以内の養育・保護を行う

事 業　（ルンビニ園、愛育園） 371 284 こ ど も

・対象　　２歳以上の児童 福 祉 課

②夜間養護等(ﾄﾜｲﾗｲﾄ)事業

・施設において夜間等の保護・食事の提供を行う

　（ルンビニ園、愛育園）

・対象　　２歳以上の児童

児 童 扶 養 手 当母子家庭の生活安定と自立の促進、児童の福祉向上を

支 給 事 業図るため、児童扶養手当を支給するもの。（所得制限 1,022,438 869,693 こ ど も

あり） 福 祉 課

母子及び父子家庭等に対し医療費の助成を行うことに

ひ とり親 家 庭 等より、生活の安定並びに児童の健全な育成を図る。 こ ど も

医 療 費 助 成 事 業 17年度から所得制限を設けた。（児童扶養手当所得 265,517 278,334 福 祉 課

限度額）

母子家庭の母の就業を促進し、生活の安定と自立の

促進を図る。

①自立支援給付金事業

・自立支援教育訓練給付金

母子家庭自立支援・高等技能訓練促進費

事 業 12,044 14,174 こ ど も

・常用雇用転換奨励金 福 祉 課

②母子家庭等就業・自立支援センター事業

②母子家庭等就業・自立支援センター事業

民 営 化 保 育 所平成18年４月から市立保育所５か所を民営化する 16,255 9,511 こ ど も

保 育 引 継 事 業ため、引受法人への保育の引継を行う。 福 祉 課

・市立保育所の増改築等

保育所施設整備事業 浜黒崎保育所　地質調査及び設計委託　　8，000千円 122,656 181,508 こ ど も

・私立保育所の増改築等補助 福 祉 課

青い鳥保育園ほか１ヶ所　　114，656千円

子育て支援センター運営費

子 育 て 支 援 セ ン平成17年4月、図書館本館3階に保健師等専任の職員 23,962 15,690 こ ど も

タ ー 設 置 事 業を配置した子育て支援センター（子育てほっとステ 福 祉 課

ーション）を設置し、既設4箇所と合わせ5箇所にお

いて、育児サークルの育成支援や子育て相談を実施

するなど、地域の子育て家庭に対し支援する。



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

私立保育所等補助事業費(私立) ２５３，８１４千円

①延長保育事業　　　　　　　　　　 　　２１か所

②一時保育事業　　　　　 　　　　　　　１６か所

③休日保育事業　　　　　　 　　　　　　　８か所

④年度途中入所対応事業　　　　　　　　 ２１か所

⑤乳児保育促進事業　　　　　　　　　　 １６か所

⑥地域活動事業　　　　　　　　　　　   １９か所

特 別 保 育 事 業 等⑦年末保育サービス事業　  　 　　　　　１８か所 497,560 417,538 こ ど も

⑧乳児保育保健対策事業　　　　　　　　 １４か所 福 祉 課

特別保育事業費（公立）　　　 １４８，３５８千円

①延長保育事業　　　　　　　　　　　　 ３４か所

②一時保育事業　　　　　 　　　　　　　１９か所

③地域活動事業　　　　　　 　　　　　　５４か所

親子サークル事業費等　　　　　　 ９，４８８千円

①親子サークル事業（公立）　　　　　   ２９か所

②地域子育て支援事業（私立）　　　　   １１か所

乳幼児健康支援一時預かり事業　 １１，５７８千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２か所

知的障害児通園施設において、通所の方法により必要

知 的 障 害 児 通 園な指導や訓練、相談、保護を行う。

施 設 運 営 事 業・実施施設 富山市恵光学園（定員30名他相互利用者7名） 76,799 77,617 障 害 福 祉 課

・委託先　　社会福祉法人　富山市桜谷福祉会

在宅心身障害児を対象とした短期間入所事業を実施す

障 害 児 短 期 入 所ることにより、心身障害児の生活の質の向上・介護者

事 業の負担軽減、不安解消を図るなど心身障害児に対する 12,235 15,548 障 害 福 祉 課

地域療育機能の一層の充実を推進する。

在宅障害児（者）のライフステージに応じた地域生活

を支援するため、療育・相談体制の充実を図るととも

障 害 児 ( 者 ) 地 域に、各種福祉サービスの提供の援助・調整を行うこと

療 育 等 支 援 事 業により、在宅障害児（者）及びその家族の福祉の向上 10,200 10,200 障 害 福 祉 課

を図る。

・委託先　社会福祉法人　富山市桜谷福祉会

憲法第２５条に規定する理念に基づき、国が生活に困

生 活 保 護 事 業窮するすべての国民に対し、その困窮に応じた保護を 2,386,279 2,188,981 社 会 福 祉 課

行い、最低限度の生活を保障するとともに、その自立

助長を図ることを目的とする。



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

　大型児童センターの建設は、地域の児童の健全育成

（ 新 規 事 業 ）の拠点施設として、放課後児童健全育成事業、年長児

児童館（センター）活動支援、地域子育て支援センター事業に取り組む。

運 営 事 業 費・建築床面積≒８７５㎡ 300,000 大 沢 野

（児童ｾﾝﾀｰ建設事業）・放課後児童クラブ室、工作室、図書メディア室、創 地 域 福 祉 課

作活動室、相談室、静養室、事務室、小体育館等

　　　　○工事請負費　　　　272,475千円

　　　　○設計監理委託料　　 11,424千円

　　　　○備品購入費　　　　 16,101千円

健 康 福 祉 総 合 セ地域福祉推進の拠点施設運営、福祉協議会等との 八 尾

ン ター 運 営 事 業連携による住民の自主的な福祉活動を推進する。 22,483 22,204 地 域 福 祉 課

知 的 障 害 者 通 所 婦 中

更生施設整備事業 131,570 8,400 地 域 福 祉 課

健康福祉ゾーン内に屋内ゲートボール場２面を

建設する。施設面積…２，０８９㎡

（ 新 規 事 業 ） 婦 中

健 康 増 進 事 業 費Ｈ１７…屋内軽スポーツ施設基本設計　1，219千円 1,219 地 域 福 祉 課

Ｈ１８…実施設計　13，373千円

Ｈ１９…施設整備工事　417，900千円

生涯現役学習推進高齢者が生きがいをもって学習に参加してもらうこと 553 606 細 入

事 業により、地域の生涯学習を活性化を図る。 市 民 福 祉 課

市民が安心して暮らせるよう、特別相談を実施する。

　　法律相談（週２回）、行政相談（週１回）

　　なやみごと人権相談、行政書士相談（各月２回）

相 談 事 業　　国税相談、公証相談、登記・表示登記相談、建築 3,665 3,645 市 民 生 活

　　相談、サラ金相談（各月１回） 相 談 課

 ・婦中総合行政センター　法律相談（各月１回）

市政に関する市民の苦情を、公正かつ中立的な立場で

行 政 苦 情簡易迅速に処理することにより、市民の権利利益の擁 3,205 3,251 市 民 生 活

オンブズマン事 業護を図る。 相 談 課

「富山市人権啓発フェスティバル」を開催するなど

人権擁護啓発事業広く人権尊重思想の普及・啓発を図る。 3,707 3,758 市 民 生 活

相 談 課

知的障害者の生活訓練を行うともに日中の活動の場となる
通所型の更生施設を整備する。
（健康福祉ゾーン内　640㎡）



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

家 庭 用 品 再 利 用・開催回数 ６回 851 683 消 費 生 活

推 進 事 業 セ ン タ ー

 市、市民、事業者等が相互に協力して公共の場所の

美化を推進し、清潔で健全な生活環境の確保に努め

ま ち の 環 境 美 化る。 2,316 3,032 生 活 安 全

推 進 事 業　・「美化推進デー」における美化活動　年４回 交 通 課

　・「富山市まちの環境美化推進連絡協議会」の開催

子どもや高齢者を中心に交通安全教育を行うとともに

交通安全に関する普及啓発活動に努め、事故のない安

心安全なまちづくりを推進する。

・参加.体験.実践型交通安全教育事業

　　高齢社会対策大綱に基づきシルバーリーダーを養

　　成し、参加体験実践型交通安全教育を推進する。

交通安全啓発事業・交通安全教室の全市における開催 40,822 35,717 生 活 安 全

    高齢者等交通安全教室           （１９８回） 交 通 課

    幼児交通安全教室               （１８０回）

・ヤングドライバー運転適正診断事業

・交通安全アドバイザー活動事業

　　高齢者宅を訪問しての交通安全指導

・違法駐車防止対策事業

　　中心市街地の重点地域における違法駐車防止活動

地域における交通ルールの普及と交通安全の指導を中

交通安全指導事業心になって担う､交通指導員活動の充実を図る。 12,803 12,194 生 活 安 全

交 通 課

公共の場所への無秩序な自転車駐車を抑制し､都市機

能の維持と、良好な自転車走行環境の形成を図る。

放置自転車対策事業・富山駅周辺等の自転車放置禁止区域における放置自 22,071 25,051 生 活 安 全

　転車の移動指導及び撤去 交 通 課

・ＪＲ、地鉄駅等における自転車駐車場の管理

１．家庭用品修理会を開催し、家庭用品の修理や正しい
使い方の指導を通じ、市民に｢ものを大切にする｣ことを啓
発するとともに、ごみの減量化やリサイクル活動の推進に
努める。

２．一般家庭において不用となったもので、まだ一般生活
用品として再利用できる物品についての登録制度を設け、
これを必要とする市民に情報を提供することにより、市民の
消費生活上の利便、資源の節約、不用品再活用等の意識
向上を図る。



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

（ 新 規 事 業 ）

男 女 参 画 ・

青年元気塾開催事業 308 ボランティア

課

男 女 参 画 ・

1,591 2,450 ボランティア

課

男 女 参 画 ・

2,209 774 ボランティア

課

男 女 参 画 ・

7,932 7,469 ボランティア

課

インターネット・情報紙を活用したボランティア情報

ボランティア情 報の収集・提供事業の充実強化を図り、ボランティア活 785 759 男 女 参 画 ・

収 集 提 供 事 業動支援の環境づくりに努める。 ボランティア

課

災害時におけるボランティアの円滑な受入れや効果的

な活動を図るため、平成１４年度に策定した「災害ボ

災 害 ボランティアランティア活動指針」を踏まえ、平常時から研究会や 123 160 男 女 参 画 ・

ネ ットワー ク事 業防災訓練等を通じて防災関係機関やＮＰＯ等による災 ボランティア

害ボランティアネットワークの構築を図る。 課

これからのまちづくりは、ボランティア・ＮＰＯと行

（ 新 規 事 業 ）政が相互に特性を認め、対等な立場で連携・協働を図 男 女 参 画 ・

ボ ラ ン テ ィ ア ・り、市民主体のまちづくりを進めることが重要である 100 ボランティア

Ｎ ＰＯ と の 協 働ことから、ボランティア・ＮＰＯとの協働の取組みを 　 課

推 進 事 業示すガイドラインの策定にむけ検討を進める。

市民が自発的に企画・実施するまちづくり活動を募集 男 女 参 画 ・

市 民 提 案 型し、優れた提案の団体に補助することにより、市民主 947 750 ボランティア

ま ち づ くり事 業体のまちづくりの推進を図る。 課

男女共同参画プラン
推 進 事 業

青年男女の出会い創
出 事 業

男女共同参画プラン
事 務 事 業

新しいとやまのまちづくりを目指して青年自ら青年の役割や地
域の将来像を考え、青年の活力をまちづくりに生かすと共に、
青年の積極的な社会参加を推進させるための、次世代地域
リーダーの養成を目的とする。
・ゼミナール及び自主研究
・ｲﾍﾞﾝﾄの企画・実施研修

青年相互の出会い・交流と社会参画を促進するため、青年自
らが企画運営する事業として、独身青年男女が出会える場の
創出及び継続的な交流活動事業や若者に元気を与えるよう
な青年関係の講演等を実施する。
・「出会い・ふれ愛・めぐり逢い」事業において男性セミナー、交流
パーティなどを実施
・「人・ひとふれ愛フェスタ」を実施し、若者パフォーマンス
発表の場を創出

男女が個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参
画社会の実現に向けた各種事業を実施する。
・男女共同参画に関する情報交流誌、小学生向け啓発冊
　子の発行
・富山市男女共同参画推進地域リーダー活動支援
　
・男女共同参画とやま市民フェスティバル開催
　
・男女共同参画推進フォーラムの開催
　
・男女共同参画に関する講演会・出前講座等の開催

男女共同参画社会の実現に向けて、施策の総合的な推進を
図る。
・新たなプラン及び条例策定の基礎資料とするため市民
　意識調査の実施
・男女共同参画推進懇話会の開催等



17年度 16年度

予算額 予算額

（単位：千円）

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

市職員が市民の指定する場所へ出向き、市が持ってい

る行政情報等を積極的に提供することにより、「開か 男 女 参 画 ・

市 役 所れた市役所」の実現や市民主体のまちづくりの推進を 513 537 ボランティア

出 前 講 座 事 業図る。 課

平成１６年度　１１０講座

青少年の非行防止に関係のある行政機関・団体が共同

して、青少年の健全育成を推進する。

非行防止推進事業・任期　　　2年間(平17年4月1日～平19年3月31日） 3,814 5,799 少 年 指 導

・委員数　７２９人(民間　444・小中高校等　285） セ ン タ ー

・補導活動の種類　中央補導　地区別補導　特別補導

青少年を取り巻く地域環境懇談会

・年間６会場

青 少 年 健 全 育 成・参加者　各１００名 1,133 902 少 年 指 導

都市宣言推進事業巡回指導車による非行防止の啓発推進 セ ン タ ー

富山市補導委員連絡協議会運営補助

・会員数　民間補導委員　４４４名

・補助金額　４００千円


